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平成１８年１１月７日 

各  位 
会 社 名 黒崎播磨株式会社 
代表者名 取締役社長 古野 英樹 
（コード番号 ５３５２ 東証１、福証） 
問合せ先 取締役総務人事部長 江口 宏 
（TEL. ０９３－６２２－７２２４） 

 
平成 19年 3月期通期業績予想の修正並びに期末配当予想の修正に関するお知らせ 

 
 最近の業績の動向等を踏まえ、平成 18年 5月 12日の決算発表時に公表した平成 19年 3月期（平 
成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日）の通期業績予想並びに 1株当たり期末配当予想を下記の 
とおり修正いたしましたのでお知らせいたします。 
 

記 
 
１．通期業績予想の修正 
（１）当期連結業績予想数値の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ８５，０００ ４，４００ ３，０００

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ８８，０００ ５，０００ ３，３００

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ３，０００ ６００ ３００

増 減 率 ３．５ １３．６ １０．０

（ご参考） 

前期実績（平成 18年 3月期） 
８６，１８２ ５，６７１ ２，８０３

 
（２）当期個別業績予想数値の修正（平成 18年 4月 1日～平成 19年 3月 31日） 

（単位：百万円、％） 
 売 上 高 経常利益 当期純利益 
前 回 発 表 予 想 （ Ａ ） ７８，０００ ３，１００ ３，４００

今 回 修 正 予 想 （ Ｂ ） ８０，０００ ３，１００ ３，４００

増 減 額 （ Ｂ － Ａ ） ２，０００   ―   ―

増 減 率 ２．６    ―   ―

（ご参考） 

前期実績（平成 18年 3月期） 
７５，３９７ ３，３３０ １，６９４
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（３）通期業績予想修正の理由 
①連結通期業績予想の修正 
売上高につきましては、顧客操業の高位安定による耐火物事業の売上拡大およびファイン 

セラミックス事業の好調等により、平成 18年 5月 12日公表の予想を上回ることが見込ま 
れるため、修正するものであります。 
経常利益および当期純利益につきましては、売上高の予想数値の修正に伴い、修正するも 

のであります。 
②個別通期業績予想の修正 
売上高につきましては、連結通期業績予想の修正と同じ理由により、修正するものであり 

ます。 
   なお、経常利益および当期純利益については、中国の増値税の還付廃止、原料価格動向等 
  不透明な要素もあり、平成 18年 5月 12日公表の予想数値を据え置いております。 

 
２．1株当たり期末配当予想の修正 
（１）1株当たり期末配当予想修正の理由 

当社は、利益の配分については、各期の連結業績および単独業績に応じた配分を基本として 
  おり、今後の事業展開、財政状況、経営環境等を勘案しつつ、配当を実施する方針としていま 

す。 
平成 19年 3月期の中間期業績におきましては、特別利益に関係会社株式売却益が計上され 

たという特別な要因により、連結および個別の中間純利益は、いずれも前年同期の実績を上回 
りました。しかし、連結子会社の株式譲渡に伴い、同社およびその子会社が当中間期より連結 
子会社ではなくなったことなどにより、連結および個別の営業利益、経常利益は、前年同期を 
やや下回っております。また、中国の増値税の還付廃止、原料価格動向等不透明な要素もあり、 
先行きはまだ予断を許さない状況であります。 
以上を勘案し、平成 19年 3月期の期末配当予想につきましては、平成 18年 3月期（平成 

17年 4月 1日～平成 18年 3月 31日）の期末配当と同額の１株当たり５円といたしました。 
 
（２）修正の内容 
 
 1株当たり配当金（円） 

基 準 日 中間期末 期末 年間 
前 回 予 想 
（平成 18年 5月 12日発表） 

未定 未定 未定 

今 回 修 正 予 想 
(平成 18年 8月 11
日発表)    ０

       ５        ５

当 期 実 績           
前期（平成 18年 3月期）実績        ０        ５        ５

 
  ※上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであり、実際の業績は、今 

後様々な要因によって予想数値と異なる結果となる可能性があります。 

以 上 


